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はじめにはじめに

職場巡視研修は、産業保健スタッフの実地研修における必修科目で

ある しかしながら 研修担当機関（県医師会等） 研修受け入れ企業ある。しかしながら、研修担当機関（県医師会等）、研修受け入れ企業、

実習参加者のそれぞれの様々な制約により、適切、十分な研修を実

践することが困難である。践することが困難である。

このような視点から、熊本産業保健推進センターは、今回の産業保健

調査研究の一環として、作業現場を撮影、編集したDVDに取り入れた、調査研究の 環として、作業現場を撮影、編集した に取り入れた、

産業保健管理担当者に効果的な職場巡視の知識とスキルを向上させ

ることを目的としたトレーニングプログラムの開発を試みた。



方法
第1ステップ

本調査研究チームのグループワークにより、労働安全衛生マネージメント
システム (ILO OSH2001) を取り入れた職場巡視のトレ ニングプログラシステム (ILO-OSH2001) を取り入れた職場巡視のトレーニングプログラ
ムの枠組みを設定する。

第2ステップ
職場巡視の教材として 作業現場の作業と作業環境の様態をビデオで撮職場巡視の教材として、作業現場の作業と作業環境の様態をビデオで撮
影、編集する。
撮影にあたり、対象現場のスタッフと我々が、トレーニングの趣旨、撮影に
あたっての注意事項（作業者や企業のプライバシー、職場の機密事項な
ど）について十分に検討してから実施し、編集したビデオについても企業ス
タッフに十分に検討してもらい、教材とする。検 、教 す

第3ステップ
第1段階で設定したトレーニングプログラムの枠組みに従い、第2ステップ
で撮影・編集したＤＶＤを組み入れたトレーニングプログラムを決定する。で撮影 編集したＤＶＤを組み入れたトレ ニングプログラムを決定する。

第4ステップ
熊本県医師会が企画した産業医研修会（特定科目専門研修会）において、
開発した研修プログラムを実施し その有用性を検証する開発した研修プログラムを実施し、その有用性を検証する。



結果と考察

第1ステップ：トレーニングプログラムの枠組み
① 職場改善の概念と職場巡視の実践に関する基本的事項の学習① 職場改善の概念と職場巡視の実践に関する基本的事項の学習
② 教材ビデオを見ながら、所定のチェックリストによる評価
③ グループワークにより、対象職場の評価と対策の検討③

第2ステップ：作業現場のビデオ撮影と編集
・対象：A新聞社 夕刊の編集と印刷・対象：A新聞社 夕刊の編集と印刷
・教材名：ビデオを活用した職場巡視トレーニング

－労働の人間化と快適職場：産業医活動の新しい視点－
・内容：「全行程」、「部署別」、「過程別」

第3ステップ：職場巡視トレーニングプログラムの完成第3ステップ：職場巡視トレ ニングプログラムの完成

第4ステップ：有用性の検証
師・熊本県医師会産業医研修会（特定科目専門研修会）で実施



表1 職場巡視トレーニングプログラム：産業医等研修会／職場安全衛生委員会

全体進行：研修会担当者／安全衛生委員長

1. イントロダクション：オリエンテーション

1) 基調講義：職場巡視の基本的事項

・産業保健の今日的課題と効果的な産業保健産業保健の今日的課題と効果的な産業保健

・参加型・自主対応型産業保健活動と労働安全マネージメントシステム

・グループ討議のポイントと進め方・グループ討議のポイントと進め方

・改善指向型チェックリスト／職場マップの配布とそれを用いた職場の評価に

関する実施／利用の方法の説明関する実施／利用の方法の説明

2) ビデオを活用した職場巡視トレーニングプログラムの概要と趣旨の説明



（表1－2）

2. ビデオによる職場視察：事例検討

1) 対象職場の全行程のビデオ供覧と職場の規模、経営／安全衛生活動の概

要説明要説明

2) 部署別／過程別動画のビデオ供覧とそれぞれの評価のポイント説明

3) 各自 チェックリストに所見を記入3) 各自、チェックリストに所見を記入



（表1－3）

3 グル プ討議3. グループ討議

1) グループ内討議

グ プ 進 書・グループ討議の準備：自己紹介／進行役・書記役・発表役の決定

・各自のチェックリストによる作業／作業環境の評価の発表と質疑

・職場マップの作成：参考になる点、対策を必要とする点のリストアップ

・改善に向けての具体的提案

2) 全体討議：グループ間討議

・グループ発表とグループ間討議

・まとめ：対象職場の安全・衛生の評価と対策：研修会担当者による総括



表2 職場の安全・衛生に関するチェックリストの概要と特徴

産業衛生学会産業疲労研究会作成産業衛生学会産業疲労研究会作成

1) 概要

・チェックリストで点検することにより、改善を要する点に気付くとともに、改善

のためのヒントを得ることが出来る。

・優先して改善できる点を明確にすることが出来る。

・作業条件点検の着目点や改善の考え方を理解することが出来る。作業条件点検の着目点や改善の考え方を理解することが出来る。

2) 問題点の点検や点数化による職場のランク付けが目的ではない。

3) 作業条件を網羅的に点検することが目的ではなく 重要ポイントを中心に点検3) 作業条件を網羅的に点検することが目的ではなく、重要ポイントを中心に点検

し、改善の動機づけにすることが目的である。





まとめま
・産業保健管理スタッフの職場巡視／産業保健管理活動に対する知

識とスキルを向上させるために 作業現場を撮影・編集したビデオを識とスキルを向上させるために、作業現場を撮影・編集したビデオを

取り入れたトレーニングプログラムの開発を試みた。

開発されたトレ ニングプログラムは 労働安全衛生マネ ジメントシ・開発されたトレーニングプログラムは、労働安全衛生マネージメントシ

ステムの理念を取り入れ、ビデオ供覧による職場の安全・衛生の評

価ツ ルとして 日本産業衛生学会の開発した「チ ックリスト」を用価ツールとして、日本産業衛生学会の開発した「チェックリスト」を用

い、グループワークの形式で進める構成になっている。

作成されたビデオは 「全行程」 「部署別」 「過程別」の３つのブロ・作成されたビデオは、「全行程」、「部署別」、「過程別」の３つのブロッ

クで構成されている。

本プ グラムの受講者からは 本研修の有用性に いて 定の評価・本プログラムの受講者からは、本研修の有用性について一定の評価

が得られた。

本プ グ ムは 産業保健関係 タ 研修や 産業医 実地研・本プログラムは、産業保健関係スタッフの研修や、産業医の実地研

修に、活用、応用できる。
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